
統

一
協
会
は
No
!

碧
南
市
民
の
会

２
月
29
日

「統

一
協
会
は
NO
！
碧
南
市
民
の
会
」

（代
表

平
岩

正
久
さ
ん
）
か
ら
、
禰
冝
田
政
信
碧

南
市
長
に
統

一
協
会
と
の
関
わ
り
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
を
求
め
呼
び
か
け
た
ネ
ッ
ト
署
名
１
１
，
８
４
０
名

分
を
市
長
に
提
出
し
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
山
口
は
る

み
、
磯
貝
明
彦
氏
も
立
ち
合
い
ま
し
た
。

１
ヶ
月
で
爆
発
的
に
広
が
る
署
名

「市
民
の
会
」
は
、
禰
冝
田
政
信
碧
南
市
長
に
統

一
協

会
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
関
係
を
断
ち
切
る

こ
と
を
求
め
て
、
市
民
２
人
で
1
月
２
８
日
よ
り
オ
ン

ラ
イ
ン
署
名
サ
イ
ト
上
で
署
名
活
動
を
は
じ
め
、
１
１
，

８
４
０
筆
の
賛
同
を
集
め
ま
し
た
。

市
長
は
関
係
を
断
ち
き
れ

署
名
は
、

１
，
統

一
協
会
と
の
関
係
を
明
確
に
し
、
そ
の
関
係
を

断
ち
切
る
こ
と

文
部
科
学
省
は
、
２
０
２
３
年
10
月
13
日
、
統

一
協

会

（世
界
平
和
統

一
家
庭
連
合
）
の
行
為
は

「法
令
に

違
反
し
、
著
し
く
公
共
の
福
祉
を
害
す
る
と
明
ら
か
に

認
め
ら
れ
る
行
為
」
等
に
該
当
す
る
と
し
て
、
解
散
命

令
の
請
求
を
東
京
地
方
裁
判
所
に
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
禰
冝
田
市
長
は
、
こ
の
統

一
協
会
関
連
団

体
イ
ベ
ン
ト
の
実
行
委
員
長
や
共
同
議
長
等
を
務
め
、

統

一
協
会
の
広
告
塔
と
な
り
、
そ
の
被
害
を
拡
大
す
る

役
割
を
果
た
し
て
き
た
と
い
え
ま
す
。

市
長
と
し
て
説
明
責
任
を
果
た
さ
ず

ま
た
、
議
会
や
公
開
質
問
状
、
記
者
会
見
等
で
た
び

た
び
統

一
協
会
と
の
関
係
を
問
わ
れ
て
も
、

「個
人
の

政
治
活
動
」

「信
教
の
自
由
」
等
と
言
い
逃
れ
、
明
ら

か
に
せ
ず
、
市
長
と
し
て
説
明
責
任
を
果
た
し
て
い
る

と
は
言
え
ま
せ
ん
。

４
月
の
市
長
選
挙
に
立
候
補
表
明
さ
れ
て
お
り
、
統

一

協
会
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
べ
き
で
す
。

被
害
者
、
市
民
に
謝
罪
を

署
名
は
２
，
被
害
者
、
市
民
に
謝
罪
を
求
め
て
い
ま

す
。
と
し
て
い
ま
す
。

統

一
協
会
の
被
害
は
全
国
に

広
が
っ
て
い
ま
す
。
全
国
弁
連

（全
国
霊
感
商
法
対
策

弁
護
士
連
絡
会
）
の
調
べ
で
は
、
被
害
相
談
は
１
９
８

７
年
以
降
で
３
４
，
８
１
８
件
１
，
２
８
２
億
円
余
に

の
ぼ
り
、
２
０
２
２
年
度
だ
け
で
も
２
８
１
件
、
45
億

円
余

（全
国
弁
連
HP
よ
り
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

責
任
の
一
端
は
、
広
告
塔
の
役
割
を
果
た
す
禰
冝
田
碧

南
市
長
に
も
あ
る
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
統

一
協
会
の
問
題
が
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、
２
０
２
２
年
の
安
部
首
相
銃
撃
事
件
以

降
で
、
そ
の
間
市
長
選
挙
は
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

「市

民
も
承
知
で
私
を
選
ん
だ
」
と
言
い
放
ち
市
民
感
情
を

傷

つ
け
、
市
民
の
名
誉
を
棄
損
し
て
い
ま
す
。

統

一
協
会
市
長
は
ゴ
メ
ン

の
審
判
を
。
日
本
共
産
党

日
本
共
産
党
は
、
禰
冝
田
市
長
の
初

当
選
の
２
０
０
８
年
か
ら
統

一
協
会
問

題
を
追
及
し
て
き
ま
し
た
。

権
力
の
中
枢
ま
で
深
く
入
り
込
ん
で
、

自
民
党
と
持
ち
つ
持
た
れ
つ
で
、
政
治

を
ゆ
が
め
、
被
害
者
を
出
し
て
き
た

「反

社
会
的
団
体
」
と
解
散
命
令
請
求
が
審

問
さ
れ
て
い
ま
す
。
４
月
の
政
治
戦
で

は
、
日
本
共
産
党
を
伸
ば
し
２
議
席
必

勝
で

「統

一
協
会
ノ
ー
」

「金
権
腐
敗

ノ
ー
」
の
審
判
で
、
碧
南
市
か
ら

『
子

ど
も
に
顔
向
け
で
き
る
』
清
潔
、
正
義

の
通
る
市
政
と

社
会
に

!!
の
力

を
示
し

ま
し
ょ

う
。

ネット署名に１１、８４０名 禰冝田碧南市長は統一協会との関
わりを明らかにし、その関係を断ち切り、被害者や市民に謝罪することを求めます

２０２４年３月１０日
NO.2225

日本共産党碧南市委員会
碧南市笹山町3-13-10

電話・FAX/42-8706

日本共産党生活相談所
山口はるみ 電話 42-8940 FAX 41-9904
岡本 守正 電話 41-5357 FAX 46-1595
磯貝 明彦 電話・FAX 48-2718

署名の呼びかけ文
私たちは、統一協会「世界平和統一家庭連合」が霊感商

法や高額献金などを通じて、多くの人々に財産的損害や精

神的な犠牲を強いてきたことに強い怒りを感じています。

禰冝田市長は碧南市長の肩書で、この統一協会やその関

係団体の実行委員長を務めるなど、その被害を広げる広告

塔の役割を果たしてきました。

これまで何度も統一協会との関係を問われて、「個人の

政治活動」として明らかにせず、「市民も承知の上で私を

選んでいる」とうそぶいています。

しかし、こうした態度は不誠実かつ無責任です。禰冝田碧

南市長は公職者として責任ある立場にあり、真摯な対応が

求められます。ついては、下記のことを強く求めます。そ

して、被害者の救済や市民の名誉が回復されることを心か

ら願っています。

この請願書に署名して、私たちの声が禰冝田碧南市長まで

届くようお手伝いください。

記

①統一協会との関係を明確にし、その関係を断ち切ること。

②被害者や市民への謝罪。

署名の

ＱＲコード



３
つ
の
署
名
が
広
が
っ
て
い
ま
す

日
本
共
産
党
が
、
市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
で
寄
せ
ら
れ
た
ご
要
望
を
３
つ

の
署
名
に
し
て
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。
連
日
、
返
信
用
の
封
筒
で
届

い
て
い
ま
す
。

３
月
議
会
総
括
質
疑
で
岡
本
守

正
議
員
が
、
１
時
間
毎
の
く
る
く

る
バ
ス
。
学
校
給
食
無
償
化
。
健

康
保
険
証
を
守
れ
と
市
長
に
求
め

ま
し
た
。

１
時
間
ご
と
の
く
る
く
る
バ
ス
拡
充

問

各
バ
ス
停
に
１
時
間
に
１
本
運
行
し
て
欲
し
い
と
の

声
が
大
き
い
。
市
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の

「公
共
交
通
を
充

実
さ
せ
る
た
め
の
取
り
組
み
」
で
は
、
く
る
く
る
バ
ス

の
充
実
が
59
・
４
％
で
最
も
多
い
。
バ
ス
の
増
便
を
。

答

今
す
ぐ
に
、
く
る
く
る
バ
ス
を
増
便
す
る
考
え
は
な

い
。
利
用
促
進
策
を
ま
ず
も
っ
て
実
施
す
る
。

小
中
学
校
の
給
食
の
無
償
化
を

問

給
食
は
義
務
教
育
の
一
環
。
安
城
市
を
含
む
全
国
４

９
１
自
治
体
で
実
施
。
安
城
市
の
９
月
に
続
き
、
み
よ

し
市
が
１
月
か
ら
実
施
す
る
。
碧
南
市
も
全
国
11
位

の
財
政
を
小
中
学
校
給
食
無
償
化
に
回
し
て
い
く
べ
き

で
は
。

答

学
校
給
食
の
無
償
化
は
毎
年
３
億
円
以
上
の
財
源
が

必
要
と
な
り
、
現
時
点
で
市
が
単
独
で
実
施
す
る
こ
と

は
難
し
い
。
給
食
代
を
３
割
安
く
し
た
ら
と
考
え
る
。

健
康
保
険
証
の
廃
止
の
撤
回
を

問

政
府
は
、
現
行
の
健
康
保
険
証
を
今
年
秋
に
廃
止
し
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に

一
体
化
さ
せ
る
法
律
を
改
定

し
た
。
カ
ー
ド
を
持
た
な
い
人
や
使
用
が
難
し
い
人
が

い
る
。
健
康
保
険
証
の
存
続
を
。

答

現
行
の
保
険
証
は
、
令
和
６
年
12
月
２
日
に
廃
止
。

発
行
済
み
の
保
険
証
は
、
最
大
１
年
間
使
用
で
き
る
。

マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
た
な
い
人
は
、
保
険
証
の
代
わ
り

と
な
る

「資
格
確
認
書
」
が
発
行
さ
れ
、
こ
れ
を
医
療

機
関
で
使
用
す
る
こ
と
に
な
る
。

山
口
は
る
み
議
員
の
総
括
質
疑

爆
発
火
災
と
碧
南
火
力
の
安
全
性
は

問

武
豊
火
力
の
火
災
が
も
し
ア
ン
モ
ニ
ア
混
焼
の
碧
南

火
力
で
起
こ
れ
ば
大
惨
事
と
な
る
。
特
別
防
災
区
域
の

防
災
計
画
は
バ
イ
オ
や
ア
ン
モ
ニ
ア
火
災
に
対
応
し
て

い
な
い
。
危
険
な
ア
ン
モ
ニ
ア
混
焼
の
石
炭
延
命
策
の

実
験
台
は
拒
否
を
。
民
設
民
営
の
中
電
に
よ
る
産
廃

・

ご
み
焼
却
場
。
バ
イ
オ
発
電
は
す
べ
き
で
な
い
。

答

Ｊ
Ｅ
Ｒ
Ａ
が
安
全
対
策
を
取
っ
て
い
る
。
ご
み
焼
却

場
は
現
段
階
で
は
決
ま
っ
た
こ
と
は
な
い
。

市
民
病
院
の
活
性
化
に
つ
い
て

問

活
性
化
計
画
の
成
果
は
。

答

約
１
億
円
の
増
収
に
つ
な
げ
て
い
る
。
５
７
０
９
人

の
紹
介
患
者
。
医
師
10
い
人
確
保

（う
ち
産
婦
人
科

２
人
）
を
確
保
で
き
た
。

問

精
神
科
の
訪
問
診
療
の
実
施
。
１
階
外
来
の
狭
い
ト

イ
レ
の
解
消
を
。
答

精
神
科
の
訪
問
看
護
は
や

っ
て

い
る
。
外
来
も
４
２
９
１
人
13
％
増
と
な
っ
て
い
る
。

ニ
ー
ズ
は
あ
り
が
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。
ト
イ

レ
は
今
後
の
改
修
課
題
。

問

病
院
給
食
を
お
い
し
く
。
地
元
業
者
と
地
産
地
消
を
。

来
年
１
月
臨
の
業
者
選
定
を
期
に
改
善
を
。

答

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
項
目
に
入
れ
る
。

校
則
公
開

・
体
育
館

の
空
調
設
備
を

問

生
徒
指
導
提
要
に
基
づ
き
、
県
立
高
校
は
今
年
度
中

に
校
則
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
。
体
育
館
空
調
設
置

を
４
年
間
で
実
施
す
る
。
市
も
校
則
の
公
開

・
体
育
館

の
空
調
設
置
を
。

答

校
則
公
開
の
必
要
性
を
検
討
し
た
い
。
ト
イ
レ
改
修

を
最
優
先
に
行
う
。
老
朽
校
舎
の
改
修
も
あ
る
。
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大
軍
拡
・大
増
税
許
す
な

へ
き
な
ん

19
行
動

３
月
19
日
（火
曜
日
）午
前
11
時
～
12
時

ピ
ア
ゴ
碧
南
東
店

碧
南
市
東
浦
町
６
ー
17

（日
進
小
学
校

http://hekinan.jcpweb.net/

日本共産党碧南市会議員団の

ホームページをご覧ください。

学校給食完全無償化こそ「義務教育は無償」の憲法の精神

「３割」値引き行政はゴメンです

市民病院の給食。市議会で試食に行った時のもの

お米は「銘柄米」・・でも、地産地消で地元に貢献で

きるおいしい給食にしてほしい。

狭い市民病

院1階のトイ

レ。和式も。


